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第
３
章　

歴
史
資
料
か
ら
み
た
高
野
家
三
代
と
旧

　
　
　
　

高
野
家
住
宅

１　

高
野
家
所
蔵
史
料
に
つ
い
て

　

高
野
家
に
伝
来
す
る
史
料
は
、
高
野
長
英
に
関
係
す
る
遺
稿
・
遺
墨
等
が
瑞
皐
文
庫
に

所
蔵
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
現
在
、重
要
文
化
財
と
し
て
高
野
長
英
記
念
館（
一
九
七
一

年
開
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
旧
高
野
家
住
宅
の
調
査
に
よ
り
、
他
に
も
多
く
の
史
料
が
確
認
さ
れ
た
。
史
料

は
、
上
座
敷
の
押
し
入
れ
と
、
茶
の
間
（
常
居
）
の
仏
壇
下
部
に
設
け
ら
れ
た
戸
棚
の
中

に
収
め
ら
れ
、
総
数
は
三
五
〇
〇
点
ほ
ど
に
及
ぶ
（
図
31
）。
主
に
近
代
以
降
の
史
料
が

中
心
で
あ
り
、
そ
の
一
部
か
ら
は
、
高
野
長
英
が
過
ご
し
た
時
代
の
武
家
住
宅
の
一
部
を

残
し
た
高
野
家
一
二
代
・
長
閑
や
、
国
史
跡
指
定
に
尽
力
し
た
一
三
代
・
長
運
、
お
よ
び

古
稀
庵
と
新
座
敷
を
建
築
し
た
一
四
代
・
長
経
の
事
跡
の
一
端
が
う
か
が
え
る
た
め
、
本

編
で
は
具
体
的
に
い
く
つ
か
の
史
料
を
取
り
上
げ
、関
連
す
る
文
献
を
交
え
て
解
説
す
る
。　

２　

高
野
家
改
築
の
経
緯

　

高
野
長
英
が
居
住
し
た
と
さ
れ
る
旧
宅
は
天
明
年
間
頃
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
年
）

に
建
築
さ
れ
た
が
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
高
野
家
一
二
代
・
長
閑
の
と
き
に
改
築

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
高
野
長
運
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
史
跡
指
定
申
請

書
」〔
巻
末
資
料
（
１
）〕
に
よ
れ
ば
、「
全
部
の
家
屋
を
取
り
除
き
悉
皆
新
築
す
れ
ば
却

て
建
築
も
容
易
な
れ
ど
此
の
二
室
許
り
も
長
英
の
記
念
物
と
し
て
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
て

残
し
た
物
で
あ
る
」と
い
う
。「
其
後
も
同
様
の
事
を
時
々
繰
返
し
て
云
は
れ
た
」と
あ
り
、

長
閑
は
息
子
の
長
運
に
対
し
て
高
野
長
英
時
代
の
居
室
を
残
す
こ
と
の
重
要
性
を
度
々
説

い
て
い
た
と
記
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
長
閑
が
武
家
住
宅
の
一
部
を
残
し
た
背
景
と
し
て
参
照
し
た
い
史
料
が
、
高

図 31　史料が保存されていた上座敷の押し入れ（右）と仏壇下の棚（左）



28

野
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
高
野
長
運
年
譜
」〔
資
料
編
（
２
）・
図
32
〕
で
あ
る
。
こ
の

史
料
は
、長
運
が
自
分
の
来
歴
に
つ
い
て
「
主
と
し
て
長
英
に
関
係
あ
る
事
項
を
摘
録
す
」

と
し
て
年
譜
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
頃
に
記
し
た
と
見
ら
れ

る
草
稿
を
含
め
た
二
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。こ
の
存
在
は
す
で
に
高
橋
磌
一
氏 

に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
を
紹
介
す
る
の
は
初
め
て
と
な
る
。

　
「
高
野
長
運
年
譜
」
に
は
、
家
が
改
築
さ
れ
た
明
治
九
年
の
記
録
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

明
治
九
年
明
治
大
帝
東
北
巡
幸
の
際
畏
れ
多
く
も
非
公
式
に
御
使
者
御
差
遣
に
相
成　
　

　
　

り
長
英
に
関
す
る
事
実
を
御
下
問
あ
ら
せ
ら
れ
し
が
当
時
実
父
長
閑
は
長
英
は
幕
府

　
　

の
罪
人
に
て
維
新
間
も
な
く
未
だ
世
間
を
憚
る
恐
怖
時
代
故
只
々
恐
縮
感
泣
し
て
何

　
　

事
も
申
上
ざ
り
き

　

明
治
天
皇
は
明
治
九
年
に
東
北
・
北
海
道
を
巡
幸
し
、
七
月
四
、五
日
に
は
水
沢
を
訪

問
し
て
い
る 

。
上
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
折
に
天
皇
の
使
者
が
高
野
家
を
訪
ね
て
長
英
に

関
し
て
下
問
し
た
が
、
長
閑
は
維
新
後
間
も
な
い
時
期
に
あ
っ
て
「
幕
府
の
罪
人
」
で
あ

る
と
い
う
意
識
か
ら
発
言
を
控
え
た
と
い
う
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
長
英
の
居
室
を

「
記
念
物
と
し
て
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
た
長
閑
か
ら
す
れ
ば
、
長
英
の
汚
名
を

そ
そ
ぐ
気
持
が
僅
か
と
も
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
後

の
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
長
閑
は
息
子
の
長
運
に
「
直
接
御
使
者
に
申
上
げ
兼
ね
し

は
今
更
遺
憾
な
る
事
を
せ
り
と
思
ひ
居
れ
り
」
と
後
悔
の
念
を
語
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
話

を
受
け
た
長
運
は
「
孝
道
の
た
め
に
も
是
非
長
英
の
事
蹟
を
調
査
研
究
せ
ん
と
決
心
」
す

る
。

　

史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
少
な
く
と
も
改
築
の
際
に
高
野

長
英
時
代
か
ら
あ
っ
た
上
座
敷
・
次
座
敷
を
活
か
し
た
背
景
に
は
、
長
英
の
事
績
を
形
と

（
注
１
）

図 32　「高野長運年譜」（旧高野家住宅蔵）

（
注
２
）
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し
て
後
世
に
残
そ
う
と
い
う
長
閑
の
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
意

志
は
、
息
子
・
長
運
に
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。

３　

高
野
家
三
代

　

高
野
長
英
が
過
ご
し
た
武
家
住
宅
の
一
部
が
残
さ
れ
、
そ
の
後
に
国
史
跡
指
定
さ
れ
て

保
存
さ
れ
、
今
に
残
る
一
連
の
経
緯
に
お
い
て
、
改
築
の
時
期
に
当
主
だ
っ
た
高
野
長
閑

を
始
め
、
次
代
の
長
運
、
更
に
そ
の
息
子
の
長
経
が
果
た
し
た
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
本

節
で
は
、
近
代
以
降
の
高
野
家
三
代
に
つ
い
て
各
人
の
項
目
を
設
け
て
略
述
す
る
。

（
１
）
高
野
長
閑
（
文
政
八
年
・
一
八
二
五
～
明
治
二
七
年
・
一
八
九
四
）

　

高
野
家
一
二
代
当
主
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
一
〇
月
に
磐
井
郡
中
尊
寺
村
の
佐
藤

寛
蔵
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
六
歳
で
医
師
の
道
を
志
し
、
前
沢
の
医
師
・
志
和
氏

の
門
人
と
な
り
玄
貞
を
名
乗
っ
た
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
に
茂
木
恭
一
郎
の
仲
介
に

よ
っ
て
、
長
英
の
養
女
・
千
越
と
婿
養
子
で
高
野
家
一
一
代
・
東
英
の
娘
・
能
恵
（
一
二

歳
）
の
婿
と
な
る
も
、
翌
年
に
能
恵
が
病
没
す
る 

。
時
期
は
不
明
だ
が
、
後
に
長
運
の

母
と
な
る
い
は
（
一
八
六
八
年
没
）
と
結
婚
し
て
い
る
。

　

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
江
戸
へ
出
て
七
年
の
修
行
を
し
、嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

九
月
に
水
沢
へ
戻
り
、
高
野
家
一
二
代
と
し
て
医
業
に
専
心
し
た 

。
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
留
守
家
の
御
奉
薬
次
席
と
な
り
、
名
を
「
長
閑
」
と
改
め
る 

。
戊
辰
戦

争
（
一
八
六
八
～
一
八
六
九
）
の
折
に
は
君
命
に
よ
り
従
軍
し
て
傷
痍
兵
の
治
療
に
当
た

り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
胆
沢
県
庁
の
命
に
よ
り
県
医
と
種
痘
所
幹
事
を
兼
任

し
た 

。

　

前
述
の
よ
う
に
、
長
閑
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
天
皇
巡
幸
の
折
に
使
者
の
訪
問
を

受
け
、
長
英
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
て
い
る
。
同
年
に
高
野
長
英
が
過
ご
し
た
武
家
住
宅
の

上
座
敷
・
次
座
敷
の
二
間
を
残
し
て
自
宅
を
改
築
し
た
。
ま
た
、明
治
一
二
年（
一
八
七
九
）

に
は
高
野
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
安
寺
の
累
代
墓
地
に
、
長
英
の
墓
石
を
建
て
て
い
る
。

こ
の
後
、
息
子
の
長
運
に
よ
っ
て
長
英
の
顕
彰
活
動
は
本
格
化
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ

の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
長
閑
の
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

（
２
）
高
野
長
運
（
文
久
二
年
・
一
八
六
二
～
昭
和
二
一
年
・
一
九
四
六
）　

　

高
野
家
一
三
代
当
主
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
に
、
高
野
長
閑
と
い
は
の
長
男

と
し
て
水
沢
に
誕
生
す
る
。明
治
一
一
年（
一
八
七
八
）一
七
歳
で
岩
手
医
学
校
に
入
学
し
、

家
業
で
あ
る
医
師
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
翌
年
、
水
沢
の
辻
山
呉
服
店
の
娘
・
カ
メ
ノ
と

結
婚
す
る
。
明
治
一
六
年（
一
八
八
三
）岡
山
医
学
校
に
転
学
し
、同
一
八
年（
一
八
八
五
）

東
京
順
天
堂
医
院
で
内
外
科
の
研
修
を
実
施
、
東
京
で
の
資
格
試
験
に
合
格
後
の
明
治

二
〇
年
（
一
八
八
七
）、
水
沢
に
帰
り
医
業
に
従
事
し
た 

。
水
沢
に
戻
っ
て
二
年
後
の
明

治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
二
八
歳
の
時
、
父
・
長
閑
よ
り
明
治
天
皇
巡
幸
の
折
に
高
野
長

英
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
話
を
聞
き
、「
長
英
の
事
績
を
調
査
研
究
せ
ん
と
決
心
」
し
た

こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

長
運
が
長
英
の
こ
と
を
調
査
研
究
し
た
背
景
に
は
、
明
治
中
期
以
降
に
現
れ
た
高
野
長

英
に
関
す
る
伝
記
類
の
存
在
も
あ
っ
た
。
高
野
長
英
に
つ
い
て
、
藤
田
茂
吉
『
文
明
東
漸

史
』（
一
八
八
四
年
）、
芝
山
之
史
『
近
古　

慷
慨
家
列
伝
』（
一
八
八
五
年
）、
肴
夢
楼
主

人『
日
本
文
明
士
』（
一
八
八
六
年
）で
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、明
治
一
九
年（
一
八
八
六
）

に
は
歌
舞
伎
の
演
目
と
し
て
「
夢
物
語　

蘆
生
容
画
」
が
新
富
座
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。

徐
々
に
長
英
に
注
目
が
集
ま
り
、
復
権
の
兆
し
が
生
じ
た
一
方
で
、
長
運
は
「
事
蹟
誤
伝

を
遺
憾
と
し
て
」 

い
た
。
そ
の
た
め
、
自
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
遺
稿
や
書
簡
な
ど
を
始

め
、
関
連
す
る
文
献
等
を
渉
猟
し
て
、
顕
彰
を
目
的
と
し
た
調
査
研
究
を
始
め
た
。

　

長
運
が
本
格
的
に
長
英
の
顕
彰
に
動
き
出
し
た
の
は
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
の
こ

と
で
あ
る
。「
高
野
長
運
年
譜
」〔
巻
末
資
料
（
２
）〕
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
に
「
宮
内
大

臣
土
方
久
元
に
面
会
し
長
英
の
遺
書
を
提
出
し
て
明
治
九
年　

明
治
大
帝
よ
り
御
下
問
あ

（
注
３
）

（
注
４
）

（
注
５
）

（
注
６
）

ろ
せ
い
の
す
が
た
え

（
注
７
）

（
注
８
）
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り
し
状
況
を
具
に
陳
情
」
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
に
岩
手
県
知
事
・
服
部
一
三
に
面
会

し
た
と
こ
ろ
、「
我
県
下
に
斯
る
偉
人
の
あ
る
事
を
知
ら
さ
り
し
は
全
く
我
輩
の
認
識
不

足
な
り
き 

自
今
我
輩
は
貴
君
の
代
り
運
動
す
る
に
よ
り
万
事
我
輩
に
一
任
せ
ら
れ
た
し
」

と
言
わ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
長
運
は
、
数
年
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
い
た
長
英

の
関
係
資
料
を
同
知
事
に
送
付
し
て
い
る
。

　

長
運
が
大
臣
や
知
事
と
の
面
会
を
経
て
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
運
動
が
な
さ
れ
た
か

詳
ら
か
で
な
い
が
、長
英
の
顕
彰
活
動
の
機
運
を
高
め
る
糸
口
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
可
能
性
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
建
立
さ
れ
た
記
念

碑
の
寄
付
目
録
「
建
碑
賛
助
芳
名
録
」
を
参
照
し
た
い 

。
こ
の
建
碑
運
動
は
、
長
運
ら

親
族
お
よ
び
門
人
が
発
起
人
と
な
っ
て
始
め
ら
れ
、
賛
助
者
と
し
て
勝
安
房
（
海
舟
）
や

水
沢
出
身
の
後
藤
新
平
・
齋
藤
實
な
ど
が
い
る
。
寄
付
者
の
一
覧
に
は
、
伊
達
家
三
〇
代

当
主
・
宗
基
を
筆
頭
に
し
て
、
大
隈
重
信
や
井
伊
直
憲
ら
が
名
を
連
ね
、
面
会
し
た
土
方

久
元
な
ど
の
政
治
関
係
者
、
ま
た
渋
沢
栄
一
な
ど
実
業
界
の
重
鎮
も
出
資
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
（
図
33
）。
高
野
長
英
の
顕
彰
活
動
が
水
沢
の
地
域
を
越
え
て
展
開
し
た

理
由
の
一
端
に
は
、
長
運
が
大
臣
や
知
事
ら
と
機
縁
を
得
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

後
藤
新
平
を
始
め
と
し
た
水
沢
の
名
望
家
た
ち
の
存
在
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
こ
と
は
次
節
で
詳
述
す
る
。

　

時
期
は
前
後
す
る
が
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月
四
日
、「
勤
王
家
」
と
し
て

の
評
価
が
認
め
ら
れ
、
高
野
長
英
に
正
四
位
が
贈
位
さ
れ
る 

。
こ
れ
を
境
に
、
長
英
の

復
権
に
尽
力
し
て
き
た
長
運
の
顕
彰
活
動
は
よ
り
活
発
と
な
る
。
上
述
の
建
碑
運
動
も
そ

の
一
環
で
あ
る
が
、
特
に
力
を
入
れ
た
の
が
出
版
物
の
刊
行
で
あ
る
。

　

長
運
は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
一
〇
年
間
に
わ
た
り
収
集
し
た
長
英
関
係
資

料
を
長
田
権
次
郎
（
偶
得
）
に
提
供
し
、『
高
野
長
英
先
生
伝
』（
弘
文
堂
）
の
編
纂
を
依

頼
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
自
ら
『
高
野
長
英
先
生
遺
墨
』
を
編
集
し
私
家
版
と
し
て
発

行
、
建
碑
の
支
援
者
な
ど
に
頒
布
し
た
。
顕
彰
碑
建
立
に
際
し
て
は
『
贈
正
四
位
高
野
先

生
建
碑
録
』
な
る
小
冊
子
を
印
刷
し
、
寄
付
者
な
ど
に
贈
呈
し
て
い
る
。
明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）
四
月
に
は
、
長
英
の
調
査
研
究
を
目
的
と
し
て
東
京
に
移
住
し
、
医
業
の

傍
ら
資
料
収
集
に
従
事
し
た
。
そ
し
て
、
多
年
の
成
果
と
し
て
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

に『
高
野
長
英
伝
』（
史
誌
出
版
社
）を
刊
行
す
る
。
そ
の
緒
言
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

明
治
三
十
二
年
十
月
、
高
野
長
英
記
念
碑
建
設
に
際
し
、
同
県
人
長
田
偶
得
氏
に
編　

　
　

纂
を
嘱
し
て
『
高
野
長
英
先
生
伝
』
を
刊
行
し
ま
し
た
が
、
当
時
多
忙
の
間
に
完
成

　
　

を
急
ぎ
、
且
資
料
の
蒐
集
充
分
な
ら
ず
、
遺
憾
の
点
少
か
ら
ざ
り
し
為
め
、
他
日
機

　
　

を
見
て
之
が
訂
正
増
補
を
行
は
む
と
し
、
爾
来
一
層
遺
蹟
資
料
の
探
求
に
没
頭
し

　
　

つ
ゝ
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す

　

既
存
の
資
料
に
新
資
料
を
追
加
し
て
の
作
業
は
長
い
年
月
と
多
く
の
手
数
を
要
し
、「
女

婿
小
野
甫
善
を
し
て
助
成
せ
し
め
」「
医
業
一
切
を
長
男
長
経
に
任
せ
」 

た
と
い
う
。ま
た
、

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
遺
著
遺
墨
を
ま
と
め
た
『
高
野
長
英
全
集
』
を
編
纂
す
る

も
出
版
社
が
決
ま
ら
ず
、「
同
族
及
一
、二
の
同
志
と
協
議
の
結
果
、
刊
行
会
を
組
織
し
て

（
…
）
漸
く
刊
行
す
る
」 

に
至
り
、
発
行
所
で
あ
る
「
高
野
長
英
全
集
刊
行
会
」
の
住
所

は
水
沢
の
自
宅
と
な
っ
た
。
長
運
の
顕
彰
活
動
は
、
家
族
・
親
族
の
協
力
と
支
援
の
も
と

に
遂
行
さ
れ
た
と
言
え
る
。

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、「
贈
正
四
位
高
野
長
英
成
長
の
家
屋
」
と
し
て
昭
和
六
年
に

申
請
し
て
い
た
国
の
史
跡
指
定
が
認
定
さ
れ
、「
高
野
長
英
旧
宅
」
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

「
高
野
長
英
旧
宅
」
が
国
の
史
跡
と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
は
、
前
提
と
し
て
長
英
の
名
誉

回
復
に
尽
力
し
た
長
運
の
積
年
の
営
為
が
あ
り
、
一
連
の
活
動
が
素
地
と
な
っ
て
果
た
さ

れ
た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
長
運
は
、晩
年
の
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
に
『
高

野
長
英
伝
』
の
増
補
改
訂
版
（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
す
る
な
ど
、昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）

に
八
七
歳
で
没
す
る
ま
で
終
生
を
長
英
の
顕
彰
に
努
め
た
。

（
注
９
）（

注
10
）

（
注
11
）

（
注
12
）
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図 33　「建碑賛助芳名録」（旧高野家住宅蔵）
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（
３
）
高
野
長
経
（
明
治
二
一
年
・
一
八
八
八
～
昭
和
四
六
年
・
一
九
七
六
）

　

高
野
家
一
四
代
当
主
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
年
一
一
月
、
高
野
長
運
の
長
男
と

し
て
水
沢
に
出
生
す
る
。
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
岩
手
県
立
一
関
中
学
校
、
同

三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
宮
城
県
立
仙
台
第
二
中
学
校
に
入
学
、
同
校
を
卒
業
後
に
東

京
帝
国
大
学
医
学
部
に
進
学
し
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
卒
業
、
足
尾
銅
山
病
院

に
就
職
し
た 

。
な
お
、
長
経
が
二
四
歳
の
時
（
明
治
四
五
年
）、
前
述
の
よ
う
に
長
運
の

意
向
に
よ
り
長
英
関
係
資
料
収
集
の
た
め
家
族
で
東
京
に
転
居
し
て
い
る
。
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
一
家
は
水
沢
に
戻
り
、
高
野
医
院
を
再
び
開
業
し
、
長
運
と
と
も
に
経

営
す
る 

。
時
期
は
不
明
だ
が
、
菊
池
タ
マ
と
結
婚
し
て
い
る
。

　

長
経
は
、昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
父
・
長
運
の
七
十
の
賀
と
し
て
、離
れ
座
敷
の
「
古

稀
庵
」
を
建
築
し
た
。
ま
た
、昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
「
高
野
長
英
旧
宅
」
と
「
古

稀
庵
」
を
接
続
す
る
形
で
新
座
敷
を
増
築
し
、
長
経
は
こ
こ
に
住
ん
だ
。

　

長
運
が
没
し
て
後
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
「
高
野
長
英
没
後
百
年
祭
」
を
執

り
行
う
な
ど
顕
彰
活
動
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
に
「
高
野

長
英
顕
彰
会
」
が
発
足
し
た
折
、
有
志
に
乞
わ
れ
て
初
代
会
長
に
就
任
し
た
際
に
寄
稿
し

た
文
章
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る 

。

　
　

私
が
小
学
校
尋
常
科
の
頃
に
及
ん
で
、
父
は
長
英
顕
彰
の
奔
命
に
疲
れ
、
結
核
に
蝕

　
　

ば
ま
れ
て
我
が
家
は
見
る
見
る
赤
貧
に
お
ち
い
り
、
豆
腐
一
丁
買
う
の
も
困
難
で

　
　

あ
っ
た
こ
と
を
私
は
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
一
方
で
は
長
じ
て
家

　
　

業
を
営
む
に
お
よ
び
、
私
を
し
て
極
度
に
貧
乏
を
嫌
わ
せ
、
一
意
医
業
に
没
頭
せ
し

　
　

め
、
そ
う
し
て
長
英
先
生
か
ら
も
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
と
ゆ
う
よ
う
な
気
が
す
る
の

　
　

で
す
。

　

こ
の
寄
稿
文
の
中
で
長
経
は
、
自
身
が
挙
行
し
た
没
後
百
年
祭
に
つ
い
て
「
プ
ー
ア
な

そ
し
て
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
記
念
祭
」
と
表
現
し
、「
無
性
に
憤
り
と
悲
し
み
を
感
じ
」
た
と

記
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
一
七
年
後
に
「
高
野
長
英
顕
彰
会
」
に
参
加
し
、「
私
の
胸

底
に
長
英
先
生
や
父
長
運
に
対
す
る
謝
罪
の
涙
が
静
か
に
湧
い
て
」、
こ
れ
が
「
私
の
開

眼
で
あ
り
発
心
で
あ
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

長
経
は「
高
野
長
英
記
念
館
」の
建
設
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、昭
和
四
六
年（
一
九
七
一
）

の
開
館
に
向
け
て
顕
彰
会
の
会
長
と
し
て
力
を
尽
く
し
た
。
瑞
皐
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
長
英
関
連
資
料
は
記
念
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
長
英
の
事
蹟
を
伝
え
る
拠
点

と
な
っ
た
。
会
長
を
辞
任
し
て
か
ら
は
、
顕
彰
会
の
関
係
者
が
「
古
稀
庵
」
に
集
っ
て
、

座
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
た
と
い
う 

。
長
経
は
、
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
父
・
長
運
の

意
志
を
継
い
で
長
英
の
顕
彰
に
努
め
、
水
沢
の
地
に
根
付
か
せ
る
活
動
を
行
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
高
野
長
英
の
事
蹟
を
残
す
た
め
の
営
み
は
、
長
閑
・
長
運
・
長
経
の

高
野
家
三
代
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、様
々
な
形
で
後
世
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

長
英
が
過
ご
し
た
時
代
の
武
家
屋
敷
の
一
部
を
含
め
て
改
築
・
増
築
さ
れ
た
旧
高
野
家
住

宅
も
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

４　

水
沢
出
身
者
に
よ
る
長
英
顕
彰
活
動

　

前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
八
年
に
「
高
野
長
英
旧
宅
」
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
経
緯
に

は
、
高
野
長
運
を
中
心
と
し
た
一
連
の
顕
彰
運
動
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
活
動
を

支
援
し
た
水
沢
出
身
の
有
志
た
ち
の
存
在
が
あ
る
。
高
野
長
英
の
顕
彰
は
、
高
野
家
だ
け

で
は
な
く
水
沢
の
人
々
に
と
っ
て
も
意
味
を
持
っ
た
よ
う
で
、
親
族
の
範
囲
を
越
え
た
活

動
と
し
て
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
史
料
か
ら
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
に
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
後
藤
新
平
で
あ
る
。
後
藤

は
「
平
生
自
分
は
長
英
の
又
甥
で
あ
る
と
称
し
て
ゐ
た
」 

と
さ
れ
る
が
実
際
に
遠
縁
に
あ

た
り 

、
縁
者
と
し
て
顕
彰
活
動
に
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
た
。「
予
を
感
化
せ
る
高
野
長

（
注
13
）

（
注
14
）

（
注
15
）

（
注
16
）

（
注
17
）

（
注
18
）
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英
」
と
題
し
た
文
章
の
中
で
は
「
も
し
高
野
が
明
治
の
御
代
ま
で
生
き
て
居
た
な
ら
、
必

ず
国
家
の
高
官
に
な
り
得
て
、
国
家
の
為
に
其
智
識
を
発
揮
し
得
た
事
と
思
ふ
」 

と
述
べ

て
評
価
し
て
い
る
。

　

後
藤
の
顕
彰
活
動
の
始
ま
り
に
つ
い
て
伊
藤
鉄
夫
氏
が
紹
介
し
た
史
料
に
よ
れ
ば
、
愛

知
県
で
病
院
勤
務
し
て
い
た
明
治
一
五
年
頃
に
、
長
英
の
事
を
世
に
伝
え
る
た
め
「
有

志
輩
を
募
り
碑
文
に
て
相
建
候
は
ゞ
亡
長
栄
の
本
懐
に
可
有
之
か
」 

と
書
簡
に
記
し
て
い

る
。
こ
の
後
、
内
務
省
衛
生
局
に
転
出
し
て
上
京
し
、
そ
こ
で
本
格
的
な
活
動
に
乗
り
出

し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
の
『
読
売
新
聞
』

の
記
事
が
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る 
。

　
　

内
務
省
衛
生
局
長
後
藤
新
平
氏
ハ
其
昔
渡
邊
崋
山
と
共
に
開
国
の
先
導
者
を
以
て
自　
　

　
　

か
ら
任
じ
徳
川
幕
府
の
嫌
疑
を
受
け
て
縲
紲
の
辱
を
蒙
り
江
戸
に
押
送
の
途
中
自
殺

　
　

し
て
白
骨
永
く
小
塚
原
の
月
に
露
さ
れ
し
故
高
野
長
英
氏
の
甥
な
る
を
以
て
先
年
よ

　
　

り
其
の
碑
を
建
設
せ
ん
と
計
画
し
碑
文
ハ
勝
海
舟
伯
の
撰
篆
額
ハ
伊
達
宗
城
侯
碑

　
　

文
揮
毫
ハ
松
本
順
氏
に
托
し
た
る
由
な
る
が
此
三
氏
も
皆
高
野
氏
に
因
縁
深
き
を
以

　
　

て
殊
に
建
碑
の
事
に
ハ
労
を
執
ら
る
ゝ
と
云 

尚
ほ
場
所
ハ
未
定
な
れ
ど
明
年
ハ
高

　
　

野
氏
の
四
十
三
回
忌
な
れ
バ
目
下
建
碑
の
運
び
を
取
り
急
ぎ
居
ら
る
ゝ
よ
し

　

こ
れ
は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
東
京
青
山
の
善
光
寺
に
建
立
さ
れ
た
顕
彰
碑
の

建
碑
運
動
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
後
藤
が
中
心
と
な
っ
て
、
勝
海
舟
や
旧
宇
和

島
藩
主
の
伊
達
宗
城
ら
に
依
頼
す
る
な
ど
、
建
碑
の
実
現
に
向
け
て
動
い
て
い
た
こ
と
が

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
大
槻
如
電
が
『
朝
日
新
聞
』
に
寄
せ
た
記

事 

に
は

　
　

後
藤
満
鉄
総
裁
は
同
族
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
世
に
埋
れ
た
名
を
顕
は
さ
せ
様
と
云
ふ

　
　

こ
と
で
、
私
に
相
談
が
あ
り
ま
し
て
、
贈
位
の
事
を
申
立
て
、
又
建
碑
の
事
も
思
ひ

　
　

立
ち
、
仙
台
人
士
の
間
に
色
々
話
し
合
ひ
ま
し
て
、
三
十
一
年
七
月
に
従
四
位
を
贈

　
　

り
賜
は
り
ま
し
た

　

と
あ
り
、
高
野
長
英
の
贈
位
や
建
碑
な
ど
顕
彰
運
動
の
背
景
に
、
後
藤
新
平
を
起
点
と

し
て
一
部
の
旧
仙
台
藩
士
と
連
携
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。

　

後
藤
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
高
野
長
運
が
『
高
野
長
英
伝
』
を
刊
行
し
た
折
、

天
皇
皇
后
へ
献
上
す
る
仲
介
を
引
き
受
け
る
な
ど 

、
翌
年
に
没
す
る
ま
で
高
野
長
英
の

顕
彰
活
動
に
関
与
を
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
高
野
長
英
の
顕
彰
活
動
に
参
画
し
た
特
筆
す
べ
き
人
物
と
し
て
齋
藤
實
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
齋
藤
は
、
先
述
し
た
通
り
水
沢
の
建
碑
運
動
の
賛
助
者
と
し
て
名
を

連
ね
て
い
る
。
旧
高
野
家
住
宅
に
は
そ
の
際
の
支
援
者
の
書
状
を
屏
風
に
仕
立
て
た
も
の

が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
後
藤
新
平
・
齋
藤
實
の
筆
跡
も
含
ま
れ
て
い
る
（
図
34
～

36
）。

　

ま
た
、
昭
和
八
年
に
「
高
野
長
英
旧
宅
」
が
国
史
跡
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
史

跡
標
識
を
建
て
る
際
、
齋
藤
は
石
柱
に
刻
む
「
史
蹟　

高
野
長
英
𦾔
宅
」「
史
蹟
名
勝
天

然
紀
年
物
保
存
法
ニ
依
リ
昭
和
八
年
四
月
文
部
大
臣
指
定
」
の
文
字
を
揮
毫
し
て
い
る 

。

こ
の
標
識
は
現
在
も
門
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
（
図
37
）。

　

他
に
も
、『
高
野
長
英
伝
』
が
岩
波
書
店
で
再
版
さ
れ
る
際
に
援
助
し
た
三
菱
重
工
社

長
の
郷
古
潔
も
水
沢
出
身
者
の
一
人
で
あ
る 

。
恐
ら
く
、
顕
彰
運
動
が
地
域
的
な
範
囲

を
越
え
て
展
開
し
得
た
背
景
に
、同
郷
の
名
望
家
の
存
在
が
あ
っ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

前
節
で
高
野
家
三
代
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
支
援
者
と
し
て
水
沢
の
有
志
た
ち
は
大

き
な
役
割
を
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 

。
顕
彰
運
動
の
一
環
と
し
て
国
史
跡
に
登
録
さ
れ

た
「
高
野
長
英
旧
宅
」
は
、
彼
ら
長
英
を
慕
う
水
沢
の
有
志
一
同
に
と
っ
て
も
守
る
べ
き

（
注
19
）

（
注
20
）

（
マ
マ
）

（
注
21
）

（
注
22
）

（
注
23
）

（
注
24
）

（
注
25
）

（
注
26
）

（
注
27
）

（
マ
マ
）
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図 34　「屏風」（旧高野家住宅蔵）

図 35　「屏風」（旧高野家住宅蔵）の「齋藤實書状」

図 36　「屏風」（旧高野家住宅蔵）の「後藤新平書状」

図 37　「高野長英旧宅標識」
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地
域
の
〝
宝
〟
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

５　

小
結

　

以
上
、
本
稿
で
は
旧
高
野
家
住
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
部
の
史
料
と
関
連
す
る
諸
文

献
に
基
づ
い
て
、
武
家
屋
敷
の
一
部
を
残
し
て
改
築
さ
れ
た
経
緯
や
、
そ
れ
に
関
連
し
て

高
野
長
英
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　

旧
高
野
家
住
宅
は
、
明
治
時
代
の
改
築
の
際
に
高
野
長
英
時
代
か
ら
あ
っ
た
上
座
敷
・

次
座
敷
を
残
し
た
。
そ
の
背
景
に
長
英
の
事
績
を
形
と
し
て
後
世
に
残
そ
う
と
し
た
一
二

代
・
長
閑
の
意
向
が
あ
り
、
意
志
を
継
い
だ
一
三
代
・
長
運
が
長
英
の
顕
彰
運
動
を
展
開
、

そ
の
活
動
が
礎
と
な
っ
て「
高
野
長
英
旧
宅
」が
国
史
跡
指
定
さ
れ
た
。
一
四
代
・
長
経
は
、

「
高
野
長
英
旧
宅
」
に
「
古
稀
庵
」「
新
座
敷
」
を
増
築
す
る
と
と
も
に
、
顕
彰
活
動
を
継

承
し
て
、
長
英
の
資
料
や
遺
品
な
ど
を
保
存
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
ま
た
、
高
野
長
英
の

事
蹟
を
残
す
た
め
の
営
み
は
高
野
家
三
代
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
だ
け
で
な
く
、
後
藤

新
平
や
齋
藤
實
な
ど
水
沢
出
身
の
人
々
に
よ
っ
て
も
担
わ
れ
、
様
々
な
形
で
後
世
に
伝
え

ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
長
英
が
過
ご
し
た
時
代
の
武
家
屋
敷
の
一
部
を
含
め
て
改
築
・

増
築
さ
れ
た
旧
高
野
家
住
宅
は
、
こ
の
一
連
の
歴
史
的
な
経
緯
を
踏
ま
え
て
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

旧
高
野
家
住
宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
の
う
ち
、
今
回
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
更
な
る
詳
し
い
調
査
や
解
読
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

の
上
で
、
い
く
つ
か
の
史
料
に
つ
い
て
は
然
る
べ
き
場
所
に
保
存
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ

き
か
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
記
し
て
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

脚
注

注
１　

高
橋
氏
は
高
野
長
運
『
高
野
長
英
伝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
の
解
説
、

　

及
び
『
高
野
長
英
全
集
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
二
年
）
あ
と
が
き
「
監
修
を
了
え
て
」

　

で
「
長
運
年
譜
」
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
。

注
２　
『
読
売
新
聞
』
明
治
九
年
七
月
一
〇
日
、
一
一
日
朝
刊
を
参
照
し
た
。

注
３　
『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』（
高
野
長
英
顕
彰
会
、

　

二
〇
〇
三
年
）「
高
野
長
英
関
係
年
表
」
一
五
一
―
一
八
七
頁
に
よ
る
。

注
４　

 

巻
末
資
料
（
３
）「
高
野
長
閑
墓
碑
面
撰
文
」
に
よ
る
。

注
５　

注
３
を
参
照
。

注
６　

注
４
を
参
照
。

注
７　

巻
末
資
料
（
２
）「
高
野
長
運
年
譜
」
に
よ
る
。

注
８　

注
３
を
参
照
。

注
９　

初
め
て
の
建
碑
運
動
は
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
起
こ
り
、
明
治
三
一
年

　
（
一
八
九
八
）
勝
海
舟
の
撰
文
で
東
京
青
山
の
善
光
寺
に
建
て
ら
れ
た
。
次
は
、
正
四　

　

位
が
贈
位
さ
れ
た
際
に
発
起
さ
れ
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
水
沢
公
園
内
に
建

　

立
、「
高
野
長
英
五
〇
年
祭
」
に
お
い
て
除
幕
さ
れ
た
。
こ
の
史
料
は
後
者
の
顕
彰
碑　

　

の
寄
付
名
簿
と
考
え
ら
れ
る
。

注
10　
『
朝
日
新
聞
』
明
治
三
一
年
七
月
五
日
（
朝
刊
）「
勤
王
家
陞
贈
位
（
百
七
十
二
名
）」

　

に
よ
る
。

注
11　

高
野
長
運
『
高
野
長
英
伝
』（
史
誌
出
版
社
、
一
九
二
八
年
）「
緒
言
」
に
よ
る
。

注
12　
『
高
野
長
英
全
集
（
第
一
巻 

医
書
）』（
高
野
長
英
刊
行
会
、一
九
三
一
年
）「
緒
言
」

　

に
よ
る
。

注
13　
『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』（
高
野
長
英
顕
彰
会
、

　

二
〇
〇
三
年
）「
忘
れ
得
ぬ
人
③　

高
野
長
経
」（
一
七
頁
）
に
よ
る
。

注
14　

注
７
に
よ
る
。
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注
15　
『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』（
高
野
長
英
顕
彰
会
、

　

二
〇
〇
三
年
）
高
野
長
経
「
顕
彰
会
長
に
な
る
に
あ
た
っ
て
」（
七
頁
）
に
よ
る
。

注
16　
『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』（
高
野
長
英
顕
彰
会
、

　

二
〇
〇
三
年
）
伊
藤
鉄
夫
「
長
経
さ
ん
と
長
英
伝
」（
一
九
頁
）
に
よ
る
。

注
17　

鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
』
第
一
巻
（
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
一
九
三
七
年
）

　

に
よ
る
。

注
18　

後
藤
新
平
は
高
野
長
英
の
母
方
・
後
藤
家
の
家
系
で
、
長
英
と
は
一
六
等
親
の
間

　

柄
と
さ
れ
る
（『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』（
高
野
長

　

英
顕
彰
会
、二
〇
〇
三
年
）「
長
英
に
関
す
る
誤
伝
・
誤
解
な
ど
に
つ
い
て
」（
八
四
・
八
五

　

頁
）
を
参
考
）。

注
19　

後
藤
新
平「
予
を
感
化
せ
る
高
野
長
英
」（
立
石
駒
吉
編『
後
藤
新
平
論
集
』東
京
堂
、

　

一
九
一
一
年
）
よ
り
。

注
20　

水
沢
市
文
化
財
委
員
会
専
門
委
員
で
「
高
野
長
英
顕
彰
会
」
の
事
務
局
長
を
務
め

　

た
。

注
21　
『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』（
高
野
長
英
顕
彰
会
、

　

二
〇
〇
三
年
）
伊
藤
鉄
夫
「
新
平
の
長
英
顕
彰
こ
と
は
じ
め
」（
一
〇
二
・
一
〇
三
頁
）

　

に
よ
る
。

注
22　
『
読
売
新
聞
』
明
治
二
五
年
一
二
月
一
日
朝
刊
三
面
よ
り
。

注
23　
『
朝
日
新
聞
』
明
治
四
〇
年
六
月
二
三
日
朝
刊
三
面
よ
り
。

注
24　

注
７
に
よ
る
。

注
25　

注
７
に
よ
る
。
ま
た
、「
旧
高
野
家
住
宅
」
の
調
査
で
建
造
を
依
頼
し
た
石
材
商

　

の
書
状
（
昭
和
八
年
一
〇
月
二
〇
日
付
）
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
「
斎
藤
子
御
揮
毫
の

　

本
紙
書
簡
郵
便
に
て
御
返
送
申
上
候
也
」
と
あ
る
。

注
26　

高
野
長
運
『
高
野
長
英
伝
（
増
補
改
訂
版
）』（
岩
波
書
店
、一
九
四
三
年
）「
緒
言
」

　

を
参
考
。

注
27　
「
高
野
長
英
記
念
館
」
に
は
、
正
四
位
が
贈
ら
れ
た
際
に
寄
せ
ら
れ
た
後
藤
新
平

　

や
齋
藤
實
な
ど
の
書
状
が
ま
と
め
ら
れ
た
「
第
二
号
方
帖
」
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
注

　

目
さ
れ
る
。
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第
４
章　

旧
高
野
家
住
宅
の
文
化
財
的
価
値

　　

旧
高
野
家
住
宅
は
一
八
世
紀
末
に
建
築
さ
れ
て
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
大
き
く
改

造
が
施
さ
れ
た
高
野
長
英
旧
宅
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
古
稀
庵
、
昭
和
一
六
年

（
一
九
四
一
）
頃
の
新
座
敷
と
い
う
、
時
期
を
異
に
す
る
意
匠
を
凝
ら
し
た
三
棟
が
ひ
と

つ
な
が
り
の
廊
下
で
見
事
に
接
続
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
三
棟
そ
れ
ぞ
れ
の
意
匠
的
価
値
が
高
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
複
合
さ
れ
た
建

築
群
と
し
て
も
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
三
棟
そ
れ
ぞ
れ
は
建
設
時
期
が
異
な
る
だ
け
で
な

く
、
武
家
屋
敷
の
平
面
構
成
を
と
ど
め
る
旧
宅
、
数
寄
屋
造
り
の
銘
木
や
意
匠
を
凝
ら
し

た
古
稀
庵
、
幾
何
学
的
内
装
で
文
人
趣
味
を
彷
彿
さ
せ
る
新
座
敷
と
、
そ
の
意
匠
的
形
式

が
異
な
る
点
も
建
築
的
特
徴
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

新
座
敷
の
文
人
趣
味
に
み
ら
れ
た
重
要
文
化
財
旧
高
橋
家
住
宅
と
類
似
す
る
意
匠
的
な

特
色
は
、
旧
高
橋
家
住
宅
と
の
関
係
や
医
家
と
い
う
家
柄
、
つ
ま
り
近
代
和
風
建
築
が
集

積
す
る
水
沢
の
地
域
性
や
高
野
家
の
歴
史
と
の
関
係
か
ら
も
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
旧
宅
の
建
設
は
医
家
を
創
始
し
た
高
野
元
端
の
時
代
、
そ
し
て
古
稀
庵
と
新
座

敷
は
高
野
長
英
復
権
に
尽
力
し
た
長
運
・
長
経
の
時
代
と
考
え
れ
ば
、
史
跡
指
定
さ
れ
て

い
る
旧
宅
部
分
の
み
な
ら
ず
、
長
英
ゆ
か
り
の
歴
史
資
料
保
存
の
た
め
に
建
築
さ
れ
た
瑞

皐
文
庫
も
含
め
て
、
屋
敷
構
え
を
構
成
す
る
各
建
造
物
が
医
家
と
し
て
の
長
い
歴
史
を
誇

る
高
野
家
、
そ
し
て
高
野
長
英
を
め
ぐ
る
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
歴
史
的
価
値
を
有

す
る
。

　

た
と
え
ば
古
稀
庵
の
設
計
者
と
し
て
、
大
工
棟
梁
だ
け
で
は
な
く
建
築
家
で
あ
っ
た
岡

村
潤
治
が
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
、
高
野
長
英
の
顕
彰
活
動
を
通
し
た
長
運
と
長
経
の
人

脈
ゆ
え
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
個
人
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
、
長
英
顕
彰
活
動

を
進
め
た
家
柄
が
、
特
異
な
建
造
物
群
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
旧
高
野
家
住
宅
は
、
各
建
造
物
が
優
れ
た
建
築
的
特
徴
を
そ
な
え
る
意

匠
的
価
値
に
加
え
て
、
そ
の
様
式
を
異
に
す
る
建
築
群
が
ひ
と
つ
に
複
合
し
て
い
る
景
観

的
価
値
、
さ
ら
に
そ
の
建
築
背
景
に
地
域
や
家
の
歴
史
を
物
語
る
歴
史
的
価
値
も
あ
わ
せ

も
つ
、
貴
重
な
建
築
群
と
い
え
よ
う
。
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会
、
一
九
三
一
年

７　

鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
』
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
一
九
三
七
年

８　

高
野
長
運
『
高
野
長
英
伝
（
増
補
改
訂
版
）』
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年

９　

高
野
長
運
『
高
野
長
英
伝
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年

10　
『
高
野
長
英
全
集
』
第
一
書
房
、
一
九
八
二
年

11　
『
高
野
長
英
の
手
紙
（
改
訂
版
）』
高
野
長
英
記
念
館
、
二
〇
〇
〇
年

12　
『
再
刊　

高
野
長
英
顕
彰
会
報　

附　

高
野
長
英
関
係
年
表
』

　
　
　

高
野
長
英
顕
彰
会
、
二
〇
〇
三
年

13　

鶴
見
俊
輔
『
評
伝 

高
野
長
英
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七
年

14　
『
高
野
長
英
記
念
館
展
示
図
録
』
高
野
長
英
記
念
館
、
二
〇
一
九
年



39

巻
末
資
料

（
１
）「
史
跡
指
定
申
請
書
（
複
写
）」（
高
野
長
英
記
念
館
蔵
）

高
野
長
英
旧
宅

所
在
地　

岩
手
県
胆
沢
郡
水
沢
町
字
塩
竃

指
定
地
積　

民
有　

一
筆　

五
百
二
坪　

内
百
二
十
六
坪
五
合

説
明

　
　

明
治
九
年
ノ
改
築
ニ
ヨ
リ
屋
根
其
ノ
他
ハ
高
野
長
英
ノ
居
住
セ
シ
当
時
ノ
原
状
ヲ
詳

　
　

ニ
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
モ
階
下
八
畳
六
畳
ノ
二
室
ハ
長
英
ノ
居
室
ニ
シ
テ
旧
構
ヨ
ク

　
　

存
セ
リ

指
定
ノ
事
由　

保
存
要
目
史
蹟
ノ
部
第
八
ニ
依
ル

保
存
ノ
要
件　

公
益
上
必
要
已
ム
ヲ
得
サ
ル
場
合
ノ
外
現
状
ノ
変
更
ヲ
許
可
セ
サ
ル
コ
ト

　
　
　
　
　

ハ
勿
論
旧
時
ノ
建
物
ノ
修
理
並
ニ
火
気
ノ
使
用
等
ニ
付
十
分
ノ
注
意
ヲ
要
ス

史
跡
指
定
申
請
書

一　

贈
正
四
位
高
野
長
英
成
長
の
家
屋

　

位
置
岩
手
県
胆
沢
郡
水
沢
町
塩
竃
二
百
六
番
戸
高
野
長
運
住
宅

右
史
蹟
保
存
規
定
に
よ
り
御
指
定
相
成
度
別
紙
家
屋
来
歴
書
宅
地
家
屋
の
平
面
図
家
屋
の

立
面
図
断
面
図
及
室
内
外
正
面
の
写
真
相
添
へ
此
段
申
請
仕
候
也

尚
御
指
定
相
成
候
上
は
保
存
会
を
組
織
し
建
物
の
修
理
保
存
に
注
意
可
致
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
手
県
胆
沢
郡
水
沢
町
塩
竃
二
百
六
番
戸

　
　
　

昭
和
六
年
九
月
二
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
人　

高
野
長
運（
印
）

　
　
　
　

文
部
大
臣
田
中
隆
三
殿

高
野
長
英
成
長
の
家
屋
来
歴

　

曩
祖
高
野
佐
渡
守
勝
氏
は
上
杉
謙
信
に
仕
へ
て
軍
功
あ
り
感
状
を
送
ら
れ
た
写
し
が
残

つ
て
ゐ
る
尚
遡
り
て
其
祖
先
を
上
杉
家
に
就
て
探
究
せ
し
も
記
録
な
く
不
明
で
あ
る
が
上

り
藤
に
二
の
字
の
家
紋
に
よ
つ
て
藤
原
氏
よ
り
出
で
し
も
の
と
想
察
せ
ら
る
ゝ
の
で
あ
る

勝
氏
は
甘
糟
備
後
に
属
し
て
白
石
城
に
あ
り
し
が
伊
達
政
宗
の
襲
ふ
所
と
な
り
落
城
の
後

伊
達
上
野
に
預
け
ら
れ
客
分
と
し
て
生
涯
を
送
り
二
代
氏
信
よ
り
留
守
家
の
家
臣
と
な
つ

た
の
で
あ
る

　

長
英
の
成
長
せ
し
家
屋
の
二
室
は
建
築
家
の
鑑
定
に
よ
れ
ば
百
五
十
余
年
前
の
建
築
物

の
由
に
て
今
よ
り
七
十
三
年
前
の
安
政
六
年
三
月
十
三
日
当
町
内
柳
町
よ
り
発
火
せ
る
三

蔵
火
事
と
唱
ふ
る
殆
ん
ど
全
町
を
烏
有
に
帰
せ
し
め
た
大
火
災
に
も
災
害
を
免
れ
た
建
物

で
あ
る
私
の
父
長
閑
が
今
よ
り
五
十
六
年
前
の
明
治
九
年
に
住
宅
改
築
の
際
私
十
五
歳
の

時
全
部
の
家
屋
を
取
り
除
き
悉
皆
新
築
す
れ
ば
却
て
建
築
も
容
易
な
れ
ど
此
の
二
室
許
り

も
長
英
の
記
念
物
と
し
て
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
て
残
し
た
物
で
あ
る
其
後
も
同
様
の
事
を

時
々
繰
返
し
て
云
は
れ
た

　

初
代
勝
氏
よ
り
七
代
目
の
元
端
は
今
よ
り
百
九
十
一
年
前
の
寛
保
元
年
の
出
生
に
し
て

百
五
十
一
年
前
の
天
明
元
年
に
は
四
十
一
歳
に
相
当
し
明
治
九
年
改
築
前
の
家
宅
は
萱
葺

屋
根
に
し
て
玄
関
傍
に
書
生
部
屋
等
が
あ
り
昔
時
の
医
家
風
の
建
物
で
あ
つ
た
元
端
は
高

野
家
医
の
開
祖
で
あ
り
年
代
の
符
合
す
る
点
に
よ
り
思
考
す
れ
ば
元
端
の
建
築
せ
る
家
宅

な
る
こ
と
を
想
察
し
得
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
長
英
は
今
よ
り
百
二
十
八
年
前
の
文
化
元
年
五

月
五
日
の
誕
生
に
し
て
高
野
家
に
於
て
成
長
し
た
る
事
実
に
就
て
は
正
確
な
る
遺
書
が
あ

る
即
ち
天
保
元
年
九
月
二
十
日
親
戚
に
寄
た
る
書
翰
中
に
「
高
野
の
家
に
は
小
生
幼
少
よ

り
深
く
蒙
育
長
之
恩
候
へ
ば
」
云
々
と
記
し
て
あ
り
又
後
藤
家
系
図
中
四
十
四
代
実
元
の

所
に
「
継
母
は
高
野
元
端
女
実
慶
死
去
後
高
野
家
に
帰
籍
」
と
あ
り
そ
し
て
長
英
の
所
に

は
「
三
男
悦
三
郎
卿
齋
と
称
し
後
ち
長
英
と
改
む
母
は
高
野
氏
文
化
元
［
甲
子
］
五
月
五

日
生
る
高
野
氏
の
嗣
と
な
る
」
と
あ
り
是
等
の
書
類
に
よ
つ
て
長
英
の
実
母
美
代
が
文
化
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九
年
長
英
九
歳
の
時
実
父
実
慶
没
後
高
野
家
に
復
籍
し
母
子
共
に
同
居
し
て
成
長
せ
る
を

確
知
す
る
こ
と
が
可
能
な
る
の
で
あ
る
尤
も
母
復
籍
前
よ
り
玄
齋
の
女
千
越
と
約
婚
長
英

は
高
野
家
に
多
く
居
り
て
元
端
玄
齋
の
薫
陶
を
受
け
て
は
ゐ
た
の
で
あ
る
斯
く
て
文
政
三

年
長
英
十
七
歳
に
至
る
ま
で
高
野
家
に
於
て
成
長
し
同
年
春
江
戸
へ
上
り
其
後
江
戸
遊
学

時
代
と
流
離
時
代
と
二
回
帰
省
し
た
が
其
間
に
往
復
せ
る
書
翰
及
遺
著
等
は
今
尚
多
数
残

存
し
て
ゐ
る
（
高
野
長
英
伝
参
照
）
宅
地
は
祖
先
伝
来
の
一
筆
一
反
六
畝
二
十
二
歩
に
し

て
此
の
内
百
二
十
六
坪
半
は
今
般
指
定
申
請
の
地
所
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
長
運　

（
２
）「
高
野
長
運
年
譜
」（
旧
高
野
家
住
宅
蔵
）

　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
長
運
年
譜
［
主
と
し
て
長
英
に
関
係
あ
る
／
事
項
を
摘
録
す
］

一
歳　

文
久
二
年
四
月
一
日
出
生
［
文
久
二
年
［
壬
／
戌
］
暦
の
表
紙
に
／　

　
　

長
閑
の
筆
と
覚
し
き
字
に
て
〔
喜
之
寿
四
月
廿
一
日
朝
辰
ノ
時
〕
と
記
さ
れ
て
あ
り
］

七
歳　

慶
応
四
年
二
月
六
日
実
母
い
は
歿
す
享
年
三
十
三
歳

七
歳　

明
治
元
年
須
田
塾
に
入
り
漢
学
を
学
ぶ

十
歳　

明
治
四
年
立
生
館
に
入
学
す

十
五
歳　

明
治
九
年
明
治
大
帝
東
北
巡
幸
の
際
畏
れ
多
く
も
非
公
式
に
御
使
者
御
差
遣
に　

　
　

相
成
り
長
英
に
関
す
る
事
実
を
御
下
問
あ
ら
せ
ら
れ
し
が
当
時
実
父
長
閑
は
長
英
は

　
　

幕
府
の
罪
人
に
て
維
新
間
も
な
く
未
だ
世
間
を
憚
る
恐
怖
時
代
故
只
々
恐
縮
感
泣
し

　
　

て
何
事
も
申
上
ざ
り
き

十
七
歳　

明
治
十
一
年
岩
手
医
学
校
に
入
学
医
学
を
修
む

十
八
歳　

明
治
十
二
年
水
沢
町
呉
服
店
辻
山
又
治
郎
姉
カ
メ
ノ
と
結
婚
す

廿
二
歳　

明
治
十
六
年
岡
山
医
学
校
に
入
学
医
学
を
修
む

廿
四
歳　

明
治
十
八
年
東
京
順
天
堂
医
院
に
於
て
内
外
科
を
実
地
研
究
す

廿
五
歳　

明
治
十
九
年
十
一
月
東
京
に
於
て
内
務
省
医
術
開
業
前
期
試
験
に
及
第
す

廿
六
歳　

明
治
二
十
年
四
月
東
京
に
於
て
内
務
省
医
術
開
業
後
期
試
験
に
及
第
す

廿
六
歳　

明
治
二
十
年
十
一
月
水
沢
町
に
帰
郷
医
術
を
開
業
す

廿
七
歳　

明
治
廿
一
年
十
一
月
二
日
長
男
長
経
出
生
す

廿
八
歳　

明
治
廿
二
年
父
長
閑
よ
り
明
治
九
年
明
治
大
帝
よ
り
長
英
に
関
す
る
事
実
を
御

　
　

下
問
あ
り
し
顛
末
を
始
め
て
聞
か
せ
ら
れ
た
り
其
時
父
長
閑
の
談
話
に
は
御
使
者
に

　
　

戸
長
に
て
も
御
案
内
に
付
添
へ
来
ら
ば
戸
長
を
通
じ
て
詳
細
の
事
実
を
御
話
申
上
げ

　
　

ん
と
思
ひ
し
も
誰
も
地
方
の
人
が
付
添
へ
来
ら
ざ
り
し
為
め
直
接
御
使
者
に
申
上
げ

　
　

兼
ね
し
は
今
更
遺
憾
な
る
事
を
せ
り
と
思
ひ
居
れ
り
言
ひ
居
れ
り
其
の
事
を
聞
き
て

　
　

よ
り
孝
道
の
た
め
に
も
是
非
長
英
の
事
蹟
を
調
査
研
究
せ
ん
と
決
心
す
る
に
至
れ
り

廿
九
歳　

明
治
廿
三
年
七
月
廿
二
二
男
長
春
出
生
せ
し
も
同
年
九
月
十
六
日
歿
す

三
十
一
歳　

明
治
廿
五
年
一
月
七
日
長
女
英
出
生
現
在
小
野
甫
善
に
嫁
す

三
十
一
歳　

明
治
廿
五
年
宮
内
官
矢
野
文
雄
氏
を
訪
問
し
同
氏
の
紹
介
に
て
宮
内
大
臣
土

　
　

方
久
元
伯
に
面
会
し
長
英
の
遺
翰
を
提
出
し
て
明
治
九
年
明
治
大
帝
よ
り
御
下
問
あ

　
　

り
し
状
況
を
具
に
陳
情
せ
り

三
十
一
歳　

明
治
廿
五
年
岩
手
県
知
事
服
部
一
三
氏
に
面
会
し
て
宮
内
大
臣
に
面
会
の
状

　
　

況
を
陳
述
せ
し
に
同
知
事
は
我
県
下
に
斯
る
偉
人
の
あ
る
事
を
知
ら
ざ
り
し
は
全
く

　
　

我
輩
の
認
識
不
足
な
り
き
自
今
我
輩
は
貴
君
に
代
り
運
動
す
る
に
よ
り
万
事
我
輩
に

　
　

一
任
せ
ら
れ
た
し
併
し
長
英
先
生
の
事
蹟
は
能
く
知
ら
ざ
る
が
故
に
貴
君
の
調
査
せ

　
　

る
資
料
を
送
付
せ
ら
れ
た
し
と
の
事
に
付
自
分
の
調
査
研
究
せ
る
資
料
を
同
知
事
に

　
　

送
れ
り　
　

長
運
と
改
名

三
十
二
歳　

明
治
廿
六
年
六
月
十
五
日
二
女
瑞
出
生
現
在
石
井
寿
雄
に
嫁
す

二
一

ヒ
デタ

マ
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三
十
三
歳　

明
治
廿
七
年
九
月
廿
三
日
父
長
閑
歿
す
享
年
七
十
歳

三
十
四
歳　

明
治
廿
八
年
十
月
廿
七
日
三
男
長
春
出
生
ス

三
十
七
歳　

明
治
三
十
一
年
七
月
四
日
曽
祖
長
英
に
贈
正
四
位
の
恩
命
あ
り
て
其
辞
令
を

　
　

拝
受
す

三
十
七
歳　

明
治
三
十
一
年
十
月
地
方
有
志
会
合
し
て
長
英
の
紀
念
碑
建
設
を
協
議
決
定

　
　

す

三
十
八
歳　

明
治
三
十
二
年
七
月
二
十
日
長
英
建
碑
の
挙
を
聞
召
さ
れ
建
碑
費
と
し
て
御

　
　

内
帑
金
壱
百
円
を
下
賜
せ
ら
る

三
十
八
歳　

明
治
三
十
二
年
七
月
五
日
高
野
長
英
先
生
遺
墨
を
編
纂
発
行
し
て
二
円
以
上

　
　

の
建
碑
費
義
捐
者
に
対
し
高
野
長
英
先
生
伝
及
贈
正
四
位
高
野
先
生
建
碑
録
縮
碑
摺

　
　

と
共
に
之
を
贈
呈
す

三
十
八
歳　

明
治
三
十
二
年
十
月
三
十
日
十
年
間
蒐
集
せ
る
資
料
を
提
供
し
且
つ
相
当
編

　
　

纂
料
を
支
出
し
て
前
年
長
田
権
次
郎
氏
に
委
嘱
せ
し
高
野
長
英
先
生
伝
完
成
に
付
之

　
　

を
発
行
し
て
建
碑
費
一
円
以
上
の
義
捐
者
に
対
し
建
碑
録
及
縮
碑
摺
と
共
に
之
を
贈

　
　

呈
す

三
十
八
歳　

明
治
三
十
二
年
十
二
月
廿
八
日
高
野
長
英
遺
墨
帖
三
部
及
高
野
長
英
伝
三
部

　
　

を
男
爵
鈴
木
大
亮
氏
を
通
じ
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
皇
太
子
殿
下
へ
献
上
す

四
十
歳　

明
治
三
十
四
年
三
月
十
一
日
碑
文
摺
本
四
葉
伊
達
宗
基
伯
を
通
じ
て
聖
上
皇
后

　
　

両
陛
下
皇
太
子
妃
両
殿
下
へ
献
上
す

四
十
歳　

明
治
三
十
四
年
五
月
五
日
水
沢
公
園
内
に
従
一
位
勲
一
等
侯
爵
伊
達
宗
城
篆
額

　
　

肥
前
谷
口
中
秋
撰
文
正
四
位
勲
三
等
金
井
之
恭
書
の
贈
正
四
位
高
野
先
生
記
念
碑
竣

　
　

功
し
其
除
幕
式
兼
五
十
年
祭
を
挙
行
す

四
十
歳　

明
治
三
十
四
年
五
月
五
日
追
弔
詩
文
、
歌
俳
集
、
決
算
報
告
、
建
碑
に
関
す
る

　
　

一
切
の
事
実
を
網
羅
記
載
せ
る
贈
正
四
位
高
野
先
生
建
碑
録
と
名
づ
く
る
小
冊
子
を

　
　

印
刷
し
て
縮
碑
摺
と
共
に
一
般
の
建
碑
費
義
捐
者
と
碑
文
歌
俳
寄
贈
者
と
に
贈
呈
す

五
十
一
歳　

明
治
四
十
五
年
四
月
東
京
に
移
住
し
医
業
の
傍
ら
長
英
の
資
料
蒐
集
及
子
女

　
　

教
育
上
の
監
督
に
従
事
す

五
十
六
歳　

大
正
六
年
十
二
月
長
男
長
経
東
大
医
学
部
を
卒
業
し
て
医
学
士
と
な
る
現
今

　
　

は
高
野
医
院
院
長
な
り

六
十
歳　

大
正
十
年
四
月
三
男
長
春
東
大
法
学
部
を
卒
業
し
法
学
士
と
な
る
現
今
は
岐
阜

　
　

県
学
務
部
長
を
奉
職
す

六
十
七
歳　

昭
和
三
年
三
月
二
十
日
多
年
苦
心
著
は
す
所
の
高
野
長
英
伝
を
完
成
発
行
す

六
十
七
歳　

昭
和
三
年
六
月
二
十
日
後
藤
新
平
伯
を
通
じ
て
高
野
長
英
伝
三
冊
を　

天
皇

　
　

皇
后
両
陛
下
皇
太
后
陛
下
へ
献
上
す

六
十
七
歳　

昭
和
三
年
八
月
十
三
日
帰
郷
長
男
長
経
と
共
に
高
野
医
院
を
経
営
し
院
主
と

　
　

し
て
今
日
に
至
る

七
十
歳　

昭
和
六
年
七
月
十
五
日
多
年
資
料
蒐
集
に
努
力
し
て
編
纂
せ
る
高
野
長
英
全
集

　
　

全
四
冊
を
完
成
発
行
す

七
十
一
歳　

昭
和
七
年
三
月
三
十
一
日
高
野
長
英
全
集
第
一
巻
よ
り
第
四
巻
に
至
る
全
四

　
　

冊
宛
三
組
計
十
二
冊
を
岩
手
県
を
通
じ
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
皇
太
后
陛
下
の
側
近
に

　
　

献
上
せ
し
に
畏
く
も
御
採
納
の
光
栄
を
賜
は
る

七
十
一
歳　

昭
和
七
年
十
月
瑞
皐
文
庫
を
邸
内
に
建
設
し
て
長
英
に
関
係
せ
る
文
書
を
所

　
　

蔵
せ
り

七
十
二
歳　

昭
和
八
年
四
月
水
沢
町
大
畑
小
路
の
邸
宅
を
文
部
大
臣
よ
り
史
蹟
高
野
長
英

　
　

旧
宅
と
し
て
指
定
せ
ら
る

七
十
二
歳　

昭
和
八
年
十
月
三
十
日
斎
藤
子
爵
書
仙
台
石
の
史
蹟
標
識
竣
功
し
て
其
報
告

　
　

祭
を
挙
行
す

七
十
五
歳　

昭
和
十
一
年
五
月
三
日
長
英
伝
及
全
集
編
纂
に
内
助
の
功
少
か
ら
ざ
り
し
妻

　
　

カ
メ
ノ
歿
す
享
年
七
十
四
歳

七
十
五
歳　

昭
和
十
一
年
十
月
三
十
日
従
来
の
長
英
墓
碑
は
幕
府
を
憚
り
狭
隘

世
間
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な
る
墓
地
に
型
ば
か
り
の
も
の
を
建
設
し
あ
つ
た
の
で
甚
だ
之
を
遺
憾
と
し
別
に
大

　
　

安
寺
山
門
内
に
新
墓
地
を
卜
し
此
処
に
旧
碑
を
移
し
て
其
の
傍
に
新
墓
碑
と
骨
堂
を

　
　

建
設
し
長
英
画
像
の
写
真
を
霊
体
と
し
之
を
陶
器
に
入
れ
又
是
と
同
時
に
長
英
の
実

　
　

母
美
也
の
遺
骨
を
も
前
沢
の
親
戚
茂
木
家
の
墓
地
よ
り
分
骨
し
て
別
箇
の
陶
器
に
入

　
　

れ
共
に
骨
堂
に
納
め
長
英
祥
月
命
日
に
近
親
参
列
建
碑
竣
功
の
仮
式
典
を
挙
行
す

七
十
五
歳　

昭
和
十
一
年
十
二
月
八
日
秩
父
宮
同
妃
両
殿
下
の
御
来
町
を
仰
き
駒
形
神
社

　
　

に
御
休
憩
中
長
英
遺
物
御
台
覧
の
光
栄
に
浴
し
種
々
難
有
御
下
問
を
拝
し
た
尚
同
月

　
　

十
三
日
御
礼
言
上
の
為
め
上
京
す
る
佐
々
木
水
沢
町
長
に
託
し
高
野
長
英
全
集
四
冊

　
　

を
献
上
し
た　

因
に
高
野
長
英
伝
は
既
に
昭
和
三
年
六
月
二
十
日
後
藤
新
平
伯
を
通
じ
て　
　

三
陛
下
及　
　

秩
父
宮　
　

高
松
宮
両
殿
下
に
各
一
冊
宛
献
上
し
て
あ
る
為
め
今
回
は
全
集
而
已
を
献
上

し
た
訳
で
あ
る

（
３
）「
高
野
長
閑
墓
碑
面
撰
文
」（
旧
高
野
家
住
宅
蔵
）

高
野
長
閑
之
墓

墓
碑
面
撰
文
（
両
側
面
及
背
面
）

翁
氏
高
野
称
玄
斎
後
改
長
閑
蓋
称
者
書
于
君
之
賜
也
家
世
以
毉
業
歴
仕
邑
主
留
守
家
翁
以

文
政
八
年
十
月
朔
日
生
資
性
勤
慎
年
甫
十
六
志
于
医
弘
化
三
年
寓
江
都
修
毉
業
茲
許
七
星

霜
業
漸
進
嘉
永
五
年
九
月
帰
郷
開
業
于
水
沢
翁
以
受
長
英
翁
之
後
日
夜
孜
々
勉
業
其
尋
常

醫
之
遠
所
不
及
也
接
其
患
者
頗
懇
篤
内
外
施
治
之
活
法
所
其
自
得
者
尤
多
矣
殊
如
外
科
手

術
得
名
毉
花
岡
泰
潤
氏
之
伝
至
其
術
実
達
妙
機
患
者
乞
治
者
日
々
輻
湊
其
門
文
久
三
年
五

月
被
懼
而
為
侍
医
戊
辰
之
役
奉
君
命
従
軍
療
傷
者
明
治
三
年
七
月
以
胆
沢
県
庁
之
命
為
県

醫
兼
種
痘
所
幹
事
同
十
二
月
請
退
職
専
応
患
者
之
請
不
論
僻
村
不
厭
陋
屋
於
是
足
跡
遠
近

無
不
到
処
老
而
益
勉
矣
同
十
七
年
四
月
法
諡
曰
杏
樹
院
静
堂
長
閑
居
士
同
二
十
七
年
八
月

廿
四
日
病
没
享
年
七
十

　
　
　

明
治
三
十
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
子　

高
野
長
運　

建
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
人
合
資
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